
古
代
埃
及
の
藝
術
に
就
い
て

松
本
文
’
三
郎

ua

7翠

　
埃
及
の
藝
術
の
果
し
て
何
時
か
ら
創
ま
つ
π
か
は
今
欝
ほ
不
明
で
あ
る
。
　
其
歴
更
時
代
に
入

っ
て
か
ら
は
既
に
著
し
く
進
歩
し
て
居
る
の
を
見
て
も
．
其
文
化
の
此
時
を
以
て
始
ま
つ
π
の
で

は
な
く
、
歴
吏
以
前
少
く
と
も
鐵
百
年
か
ら
ル
て
徐
々
と
し
て
其
原
始
時
代
を
脱
し
つ
＼
あ
っ
控

も
の
と
思
は
れ
る
』
今
日
其
稀
に
存
す
る
古
墳
よ
5
磯
蝕
す
み
厨
に
よ
れ
ば
、
燧
石
の
小
刀
、
矢
鍛
、

乃
至
槍
身
等
の
武
器
と
共
に
、
粗
製
學
び
に
精
製
の
布
片
、
金
鵬
の
，
珠
数
玉
胸
飾
、
面
識
杯
竜
あ
互
多

少
金
鶴
細
工
の
術
を
竜
知
っ
て
居
た
ζ
と
が
到
る
、
殊
に
其
陶
器
の
如
き
ぼ
素
焼
の
も
の
で
は
あ

る
が
、
或
は
臼
或
は
赤
の
額
料
を
以
て
渦
巻
や
草
葉
の
模
．
様
を
附
し
、
時
あ
っ
て
は
軍
純
な
が
ら
も

船
の
圃
杯
を
描
い
泥
の
竜
あ
う
、
着
色
し
た
土
偶
杯
竜
あ
る
、
而
し
て
其
形
よ
り
し
て
之
を
見
れ
ば

確
か
に
後
世
に
於
け
る
埃
及
の
丸
剥
や
土
偶
の
先
駆
を
な
す
竜
の
π
る
を
疑
は
ぬ
。
元
來
埃
及

入
種
の
起
源
に
就
い
て
も
今
爾
ほ
甚
だ
明
か
な
ら
繍
が
、
普
通
一
般
の
設
で
は
厨
謂
ハ
ム
人
種
な
．

　
　
　
　
古
代
埃
及
の
三
三
に
就
い
て
．
　
　
　
　
　
　
　
・
　
．
　
．
　
．
　
．
豊
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哲
學
　
研
究
　
　
第
五
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

る
も
の
が
、
紅
海
を
渡
っ
て
ナ
イ
ル
流
域
に
入
寒
つ
π
も
の
と
い
ふ
。
勿
論
ハ
ム
人
種
が
入
隅
つ

π
と
し
て
も
爾
來
彼
が
純
粋
に
其
血
統
を
持
饗
し
た
繹
で
は
な
く
、
後
世
セ
ム
族
や
、
叉
多
少
黒
人

の
血
の
混
ず
る
こ
と
竜
な
い
で
は
な
か
ら
5
が
、
先
づ
大
筆
に
於
て
は
ナ
イ
ル
流
域
に
は
ア
ラ
ゼ

や
人
や
㌶
ル
バ
リ
（
切
豊
）
今
一
）
と
最
も
碧
い
入
穿
が
住
し
て
居
π
も
の
ら
し
い
。
著
し
果
し
て
然
ウ

と
す
れ
ば
彼
の
移
住
と
共
に
一
定
の
丈
化
を
將
廃
し
カ
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
の
疑
も
生
ず
る

が
、
少
く
と
も
薪
石
器
磐
代
と
歴
史
時
代
の
始
に
於
け
る
遺
物
は
蓮
績
登
展
の
遽
を
示
し
、
何
等
急

遽
の
獲
化
を
認
あ
ざ
る
を
以
て
見
れ
ば
、
彼
等
が
移
動
の
時
に
於
け
る
交
化
は
荷
ほ
頗
る
幻
雑
な

る
竜
の
で
あ
う
、
其
登
展
は
全
く
ナ
イ
ル
流
域
に
締
て
成
さ
れ
π
乙
と
が
到
る
。

　
埃
及
の
卑
下
聖
代
と
は
西
暦
紀
元
前
少
く
も
三
四
千
年
の
頃
、
冒
曾
窪
王
が
上
下
埃
及
を
一
統

し
π
る
に
始
懐
る
。
而
し
て
此
第
一
王
朝
及
び
第
二
王
朝
、
約
四
百
年
の
問
に
は
、
歴
更
前
の
文
化

を
縫
碧
し
、
更
ら
に
一
層
之
を
玉
取
せ
し
め
、
今
や
石
器
の
使
用
よ
り
竜
金
納
特
に
銅
器
が
最
も
普

漁
に
用
ゐ
ら
れ
、
金
圏
髪
鋳
て
諸
種
の
装
飾
晶
を
造
つ
π
の
み
な
ら
ず
、
其
象
牙
若
し
く
は
獣
骨
の

上
に
彫
刻
し
π
る
人
物
特
に
動
物
像
の
如
き
は
、
勿
論
術
ほ
幾
分
生
硬
を
免
れ
ぬ
が
、
其
形
態
輪
廓

頗
る
穏
當
に
し
て
、
其
技
巧
亦
賞
讃
に
便
す
る
も
の
で
あ
る
。
叉
ア
ラ
．
パ
ス
タ
置
等
の
寧
ろ
硬
質

の
石
材
を
饗
し
、
若
く
は
穿
ち
て
造
れ
る
皿
瓶
の
類
の
如
き
竜
、
甚
だ
精
巧
の
域
に
題
す
る
。
ヌ
字
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の
，
彫
刻
竜
雄
羊
時
代
よ
嬉
し
て
始
興
る
。
此
こ
王
朝
の
間
に
は
未
だ
著
し
き
大
作
を
遺
す
に
至

ら
綴
が
、
併
し
其
日
般
趾
會
の
馬
鞭
舛
ぴ
に
藝
衛
の
方
面
に
於
て
は
急
劇
の
進
歩
を
成
し
乙
と
を

知
る
べ
き
で
あ
る
。

　
第
三
王
朝
か
ら
第
六
王
朝
に
至
る
（
割
算
紀
元
前
二
九
八
○
…
二
四
七
五
．
年
）
約
五
百
年
は
、
更
家

の
所
謂
古
代
帝
國
時
代
で
あ
っ
て
、
埃
及
の
算
術
は
殆
ん
ど
其
頂
顯
に
耀
し
だ
。
其
現
存
す
る
逡

晶
必
ら
ず
し
竜
多
く
は
な
い
が
、
古
今
未
曾
有
の
、
而
し
て
又
世
界
に
卓
絶
し
力
大
作
を
遺
し
だ
。

第
一
王
朝
時
代
よ
う
し
て
銅
の
爽
掘
を
シ
ナ
イ
肉
に
試
み
て
居
π
が
、
此
時
代
に
は
頗
る
大
規
模

　
　
　
　
は

に
之
を
蟹
張
し
、
共
國
内
の
需
要
を
充
足
せ
し
’
め
、
石
材
（
石
次
石
〉
は
之
を
ア
ラ
ビ
ヤ
の
山
脈
に
取
る
、

何
れ
竜
豊
富
に
之
を
使
用
す
る
を
得
だ
。
政
治
上
に
は
ヌ
ビ
ア
の
種
族
を
討
っ
て
之
を
南
方
に

騙
写
し
、
國
蓮
の
隆
盛
を
招
致
し
た
。
埃
及
と
い
へ
ば
必
ら
ず
何
入
竜
直
ち
に
蓮
癒
す
る
金
字
塔

は
、
即
ち
此
時
代
に
於
け
る
諸
王
の
捌
む
る
所
た
る
の
み
な
ら
ず
、
又
其
最
大
の
竜
の
を
建
築
し
た
。

疏
算
ぎ
暴
の
。
。
ぢ
郊
℃
）
・
蛋
白
藁
は
第
三
王
朝
（
紀
元
薗
二
九
八
○
一
二
九
〇
〇
年
）
凶
。
の
霞
の
造
る
所
、
Φ
訂
魯

に
於
け
る
大
金
字
塔
を
始
め
此
回
群
の
竜
の
は
、
第
四
王
朝
（
全
二
九
〇
〇
一
二
七
五
〇
隼
）

内
ぎ
。
転
（
峯
；
ε
の
父
子
兄
弟
等
の
作
る
所
で
あ
る
。
彫
鋼
に
あ
っ
て
も
、
石
像
あ
う
木
像
あ
う
、
何

れ
竜
多
少
古
拙
の
織
は
免
れ
諏
が
、
紳
釆
定
々
と
し
て
其
動
く
雄
大
な
る
親
分
を
顯
は
す
は
．
建
築

　
　
　
　
古
代
埃
及
の
藝
衛
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱈
三
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黄
藻
観
究
　
鑛
置
ナ
ニ
號
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
四
四

に
於
け
る
彼
金
宇
塔
と
稲
掛
聴
す
べ
き
で
あ
る
。
特
に
五
千
年
以
前
の
木
彫
入
物
像
の
今
に
至

る
ま
で
殆
ん
ど
完
発
に
保
・
存
せ
ら
る
、
が
如
き
は
、
埃
及
に
あ
ら
ざ
れ
ば
殆
ん
ど
不
可
能
の
事
實

で
あ
ら
う
。
墳
墓
内
の
装
飾
も
亦
此
時
を
以
て
始
ま
る
。
彼
金
字
塔
其
他
墳
墓
内
部
の
廣
問
若
．

く
は
棺
室
導
の
四
壁
に
美
妙
な
る
浮
彫
を
鑛
し
、
或
・
は
諸
紳
の
供
養
祭
典
を
顯
は
し
、
或
は
戦
璽
捕
　
．

虜
等
の
如
き
政
治
就
會
的
状
態
を
捕
き
出
す
は
、
一
面
當
時
藝
術
家
の
如
何
に
優
秀
な
る
技
巧
を

有
し
た
る
か
を
示
す
と
共
に
、
叉
他
面
に
は
古
代
埃
及
の
画
廊
溶
質
を
知
る
に
最
竜
有
事
な
る
材

料
を
給
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
普
通
此
等
の
．
亘
大
な
る
面
積
に
於
け
る
装
飾
に
用
ゐ
ら
る

＼
深
浮
彫
（
δ
ま
捷
魯
。
話
自
）
の
的
な
る
も
の
は
．
實
に
第
四
王
朝
に
始
ま
う
、
第
五
王
朝
に
至
っ
て
最

酒
盛
と
な
っ
た
。
勿
論
憲
法
は
趣
意
埃
及
人
の
永
く
探
る
所
で
は
あ
る
が
、
到
底
此
時
期
起
見
み

が
如
き
優
秀
な
る
作
曲
を
認
め
ぬ
ゆ
之
を
要
す
る
に
か
の
寓
窪
霧
王
の
埃
及
を
桶
晒
し
て
よ
う

既
に
四
百
年
の
豫
備
時
代
を
経
過
し
た
の
で
、
國
麺
の
盆
降
癖
を
來
し
た
る
と
共
に
、
諸
種
藝
衛
的
9

需
要
を
生
じ
、
藝
術
家
も
愈
共
技
工
を
錬
磨
し
、
此
に
是
等
大
作
を
製
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
，
ら
う
。

而
し
て
漸
時
は
希
臓
…
交
朗
の
先
騙
を
な
せ
る
厨
謂
冒
貯
畠
の
遷
喬
な
る
竜
の
も
、
僅
か
に
其
曙
光

を
認
め
ん
と
す
る
時
で
あ
う
、
彼
等
は
未
だ
其
特
殊
の
伎
傭
を
螢
揮
す
る
に
至
ら
ず
、
寧
ろ
，
埃
及
よ

り
し
て
其
滅
化
を
受
け
ざ
る
を
得
ざ
る
駅
態
に
あ
っ
泥
の
で
あ
る
か
ら
、
埃
及
は
其
政
治
的
昇
ぴ



　
．
に
交
正
長
術
に
著
て
殆
ん
ど
世
界
に
猫
歩
す
る
観
が
あ
っ
π
。
是
れ
が
麹
も
二
時
製
作
の
建
築

　
と
彫
刻
と
を
問
は
ず
、
何
れ
の
範
國
に
於
て
も
自
か
ら
雄
大
の
氣
分
を
指
揮
す
る
に
二
つ
π
厨
以

　
で
は
な
か
ら
う
か
。

　
　
埃
及
に
於
け
る
稽
書
の
遺
物
は
、
後
に
も
山
べ
如
く
第
＋
八
王
朝
時
代
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
未
だ
多

　
く
顯
は
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
當
時
始
あ
て
此
術
の
二
け
た
の
で
は
な
く
、
遽
く
竜
上
古
帝
國
時
代
，

　
に
は
既
に
著
し
く
登
荒
し
て
居
π
の
で
あ
る
。
彼
壁
面
や
棺
側
に
於
け
る
浮
彫
な
る
竜
の
は
、
印

　
度
の
誰
男
波
の
玉
垣
や
門
に
彫
刻
せ
ら
れ
カ
る
そ
れ
と
同
じ
く
、
彫
刻
と
し
て
よ
う
竜
寧
ろ
一
の

　
総
甕
と
し
て
観
る
べ
塾
で
あ
る
。
而
し
て
此
等
彫
刻
を
作
る
に
當
っ
て
は
、
先
つ
壁
面
に
占
め
墨

　
を
以
て
人
物
動
物
等
今
彫
刻
ぜ
ん
と
す
る
竜
の
＼
形
豫
を
描
き
、
然
る
後
之
を
黒
し
π
芝
は
、
其
牛

　
成
浮
彫
の
遣
物
に
於
て
之
を
認
め
得
る
。
果
し
て
然
ら
ば
．
當
隠
絡
書
の
存
せ
ざ
る
理
由
は
，
な
・
い
、

　
否
當
時
に
あ
っ
て
は
既
に
彼
，
浮
彫
と
同
じ
く
精
巧
な
る
糖
露
の
存
し
た
乙
と
を
推
測
す
る
の
は

　
寧
名
平
然
で
あ
ら
5
。
果
せ
る
哉
第
三
王
朝
の
遺
晶
と
穂
せ
ら
る
＼
鶴
鳥
の
圏
な
る
も
の
あ
φ
、

　
今
荷
其
爲
生
の
妙
を
焦
せ
ら
る
。
之
を
以
て
彼
浮
彫
に
封
比
す
る
国
劇
か
に
其
優
劣
を
判
ず
べ

　
か
ら
ざ
る
の
で
あ
る
。
旭
蟹
時
の
殿
堂
昇
ぴ
に
墳
墓
の
装
飾
に
は
、
絡
霊
を
以
て
す
る
よ
♪
も
望

郷
彫
を
以
て
す
る
こ
と
が
流
行
し
、
又
是
れ
が
一
．
履
耐
久
的
で
あ
っ
π
が
爲
め
、
絵
の
絡
書
は
悉
く
消

　
　
　
　
　
古
代
埃
及
の
，
蔽
｛
衛
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
盤
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蕾
H
　
㎜
蹴
・
　
研
　
　
励
抽
　
　
　
第
五
　
十
　
二
　
穂
聯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
六

滅
し
，
浮
彫
は
其
建
築
と
共
に
今
に
存
す
る
を
得
だ
竜
の
と
思
は
れ
る
。
何
れ
に
し
て
竜
當
時
の

絡
叢
の
今
に
存
す
る
竜
の
、
彼
に
冒
Φ
達
離
湯
に
二
見
し
だ
る
鶏
魚
の
圖
を
除
い
て
は
殆
ど
憎
く
之
な

き
は
は
吾
入
の
最
竜
遺
櫨
と
す
る
所
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
幸
ひ
に
其
浮
彫
の
存
す
る
こ
と
少

か
ら
ず
（
特
に
此
等
浮
彫
に
は
人
物
あ
ウ
、
動
物
あ
り
．
其
取
材
諸
種
の
戦
野
に
渉
ウ
、
而
も
何
れ
も
着

色
せ
ら
る
＼
に
よ
う
、
當
蒔
の
心
霊
竜
略
興
一
般
を
推
測
し
得
な
い
で
は
な
い
。

　
埃
及
入
が
石
材
を
取
扱
ふ
術
に
於
て
特
に
卓
絶
し
π
伎
傭
を
有
し
て
居
π
し
と
は
．
彼
歴
臭
以

前
の
石
皿
等
に
就
い
て
竜
容
易
に
之
を
知
ム
得
る
が
、
此
時
代
に
至
っ
て
は
特
に
長
足
の
進
歩
を

な
し
だ
や
う
で
あ
る
。
蕾
に
石
蟹
石
の
如
き
比
較
的
響
き
材
料
に
於
て
の
み
な
ら
ず
、
第
四
王
朝

大
金
字
塔
の
製
作
者
π
る
図
げ
①
o
腰
の
棺
、
若
し
く
は
其
の
雪
国
｝
δ
覧
崔
窪
（
隈
剛
字
面
憎
Φ
）
墳
墓
の
祭
殿
だ
る

衝
謂
『
花
塗
石
殿
」
の
如
き
、
何
れ
竜
硬
質
の
花
醐
石
を
磨
き
逡
今
、
眼
力
時
あ
っ
て
は
細
線
を
以
て
諸

種
の
模
様
を
墾
確
に
彫
捜
し
た
る
に
見
て
竜
、
如
何
に
共
の
技
工
の
巧
妙
で
あ
っ
π
か
虻
剣
る
。

へ
貿
ド
タ
ス
が
聯
兀
や
彫
像
や
殿
堂
や
乃
至
石
像
の
彫
刻
は
、
傍
れ
も
皆
な
挨
判
人
の
創
む
る
所

に
し
て
、
希
臓
は
之
れ
に
彷
つ
差
の
で
あ
る
と
い
ふ
の
は
恐
ら
く
事
實
の
眞
を
得
た
竜
の
で
あ
ら

う
。　

さ
し
込
二
代
の
聖
衆
を
檀
に
し
た
メ
ム
フ
ヰ
ス
（
冒
。
菖
嘗
謎
土
古
帝
國
王
朝
の
都
）
王
朝
も
其
申



　
葉
よ
う
し
て
は
次
第
に
紀
綱
弛
み
、
申
央
の
顯
官
拝
び
に
地
方
の
豪
族
は
、
私
か
に
恩
を
施
し
、
徳
を

　
懇
望
、
各
其
上
に
於
て
割
擦
の
勢
を
成
し
、
第
六
王
朝
の
末
期
に
至
ウ
て
は
、
何
人
竜
能
く
之
を
統
御

　
す
る
を
得
ず
、
上
古
の
帝
國
は
此
に
琵
解
し
、
自
か
ら
諸
候
分
立
の
妖
態
と
な
ウ
、
彼
等
は
．
互
ひ
に
相

　
箏
ひ
、
殆
ん
ど
寧
聞
な
か
つ
だ
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
其
藝
術
な
る
も
の
も
亦
地
方
的
と
な
う
、
唯

　
古
の
法
を
襲
踏
し
π
る
の
み
で
、
何
等
の
新
見
菰
く
、
規
模
亦
局
小
に
し
て
殆
ん
ど
見
る
に
足
ら
ず
、

　
政
治
上
の
曙
黒
時
代
と
共
に
藝
術
上
の
曙
黒
時
代
を
顯
繊
し
禿
。

　
　
第
＋
王
朝
に
至
っ
て
一
度
上
下
埃
及
の
統
剛
成
ら
ん
と
し
だ
が
忽
ち
に
三
男
敗
れ
、
第
＋
一
王

　
、
朝
の
レ
三
段
及
び
之
。
μ
瞬
ぎ
ひ
。
憲
漸
く
に
し
て
之
を
成
就
し
、
第
十
三
王
朝
に
至
ウ
、
始
め
て
彼
等
土

　
豪
を
討
っ
て
之
を
李
げ
、
此
に
再
び
羅
固
な
る
埃
及
二
巴
な
る
竜
の
が
再
現
し
授
。
で
歴
更
家
は

　
第
十
一
王
朝
よ
ウ
第
十
四
王
朝
に
宿
る
約
四
百
五
十
年
の
問
（
約
紀
元
前
二
一
六
〇
1
一
七
〇

　
〇
年
）
を
丁
丁
帝
國
蒔
代
と
辮
す
る
。
此
時
代
、
殊
に
第
十
二
王
朝
（
紀
元
前
二
〇
〇
〇
i
一
七
八
八

　
年
）
は
埃
及
挙
上
最
竜
盛
大
な
る
時
期
に
し
て
、
丈
學
藝
術
も
榮
え
、
三
内
蜘
何
な
る
都
市
に
於
て
竜

　
當
時
建
築
の
作
ら
れ
ぎ
る
所
は
な
か
つ
π
と
も
い
は
る
、
。
挨
及
人
が
共
沿
岸
航
路
に
よ
っ
て

　
近
海
諸
國
と
交
通
來
質
し
て
居
π
～
は
、
上
古
帝
國
時
代
よ
ム
し
て
既
に
行
は
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

剛
　
る
が
、
更
に
其
規
模
を
斜
張
し
、
○
慶
塁
O
融
訂
置
一
世
昇
び
に
三
世
は
典
に
ヌ
ビ
ア
を
討
っ
て
之
を
卒
げ
、

　
　
　
　
　
古
代
薄
ρ
及
の
藝
艦
…
に
就
い
て
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
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哲
　
覇
　
研
，
鏡
「
　
娘
〃
五
十
二
瞬
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八

其
武
勇
は
永
く
後
人
の
嬉
嘉
す
る
駈
と
な
つ
控
。
斯
く
白
蓮
の
再
び
隆
盛
と
な
る
に
随
ひ
、
藝
術

亦
勃
興
し
家
つ
た
が
、
當
隠
其
理
想
と
す
る
所
は
、
数
百
年
間
行
は
れ
力
地
方
的
藝
術
の
毒
忌
を
嫉

ム
て
上
古
帝
國
時
代
の
盛
疇
に
復
せ
ん
と
欲
す
る
に
あ
っ
た
。
で
此
時
代
の
製
作
は
專
ら
上
古

時
代
の
藝
構
を
學
び
、
之
を
礎
嘉
せ
ん
と
努
あ
、
時
と
・
し
て
は
憂
慮
豫
の
如
き
M
々
の
線
に
至
る
迄

古
代
の
製
作
を
摸
し
、
嚇
意
之
に
違
は
ざ
ら
ん
こ
と
を
欲
し
だ
痕
蓮
が
あ
る
。
だ
か
ら
其
製
作
の

遽
よ
う
之
を
大
観
す
れ
ば
、
上
代
の
そ
れ
に
比
し
更
ら
に
一
六
精
巧
の
域
に
進
ん
で
は
居
る
が
、
殆

ん
ど
薪
鮮
の
氣
分
に
敏
け
、
徒
ら
に
繊
細
な
る
技
．
巧
の
未
に
没
頭
し
た
る
傾
．
向
を
免
れ
滋
。
漸
く

古
來
の
形
式
を
墨
守
す
る
弊
は
あ
る
か
、
其
技
巧
の
錬
磨
は
丸
彫
に
浮
彫
に
．
至
る
所
と
し
て
可
な

ら
ざ
る
は
な
く
、
雄
大
の
氣
分
は
な
い
が
、
繊
細
の
美
は
確
か
に
存
す
る
。
又
繊
細
な
る
技
巧
に
熟

著
し
た
が
爲
め
、
金
馬
寳
石
の
装
飾
癌
の
如
き
に
至
っ
て
は
、
其
精
妙
殆
ん
ど
古
今
に
冠
絶
す
る
、
而
，

し
て
其
自
然
色
を
鷹
用
し
π
る
寳
石
の
種
類
竜
、
上
古
の
に
比
し
蓬
か
に
多
く
な
っ
た
。
省
ほ
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ト

期
の
藝
術
に
於
て
注
意
す
べ
き
は
建
築
に
所
謂
原
1
3
ジ
．
ク
柱
を
用
み
た
る
乙
と
．
＼
、
亘
大
な
る

石
像
を
多
く
製
作
し
た
る
≧
と
＼
で
あ
る
。

　
中
古
帝
國
竜
第
十
三
王
朝
に
至
っ
て
は
既
に
尾
大
不
振
の
状
を
呈
し
、
申
央
政
府
の
構
力
も
地

方
に
及
は
ず
、
恐
ら
く
上
下
埃
及
竜
既
に
分
裂
し
た
竜
の
㌦
如
く
で
あ
る
。
志
し
て
第
十
三
王
朝
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の
末
期
に
は
国
外
冨
＄
な
る
竜
の
（
セ
ム
族
に
し
て
東
方
よ
う
埃
及
に
入
肥
る
も
の
と
い
ふ
）
の
溜
め

に
王
位
を
纂
奪
せ
ら
れ
、
此
に
再
び
暗
黒
時
代
を
顯
出
し
だ
。
勿
論
国
団
駐
＄
な
る
竜
の
は
下
埃
及

に
君
臨
し
掩
の
で
、
上
部
埃
及
に
迄
は
共
勢
力
の
及
ば
な
か
つ
だ
竜
の
と
見
へ
、
此
問
に
は
谷
側
ず

騒
蹴
相
…
績
い
だ
．
ら
し
い
コ
　
だ
雪
か
ら
此
疇
代
に
は
勿
瓠
醐
面
面
杯
の
為
る
べ
き
出
口
は
な
か
つ
喪
。

國

　
外
人
と
埃
及
人
と
の
騒
動
は
一
百
盛
年
の
問
縫
直
し
π
が
、
遽
に
勝
利
は
埃
及
入
の
掌
申
に
曝

し
、
紀
元
前
一
五
八
○
年
、
第
十
七
王
朝
の
食
素
掛
『
目
黒
王
は
国
。
。
器
畠
を
討
ち
、
其
本
櫨
ト
く
霧
誌
を
抜

き
、
彼
を
國
外
に
放
遠
し
、
國
内
不
逞
の
徒
を
鎭
嘉
し
、
露
び
埃
及
を
一
統
し
π
。
是
蒔
に
當
っ
て
や

シ
リ
ア
、
メ
レ
ス
チ
ナ
は
無
数
の
小
都
市
に
分
裂
し
、
バ
ヒ
質
ン
の
王
國
亦
萎
静
振
は
ず
、
彼
等
は
嘘

エ
ギ
E
ン
ナ
海
よ
ム
ペ
ル
シ
や
灘
に
幾
多
の
船
舶
を
涜
べ
て
、
通
商
貿
易
に
其
精
力
を
集
注
し
π

の
み
で
政
治
上
に
干
て
は
到
底
薪
興
の
埃
及
王
朝
に
抗
す
べ
く
愚
な
か
つ
π
。
で
第
十
七
王
朝

の
》
営
窪
。
娼
三
。
・
回
（
臣
日
Φ
聖
旨
9
Φ
郊
）
庁
拝
び
に
第
十
八
王
朝
の
ら
冨
9
。
。
・
浸
回
・
は
相
槍
い
で
パ
レ
ス
チ
ナ
を

魎
過
し
、
シ
リ
ア
に
遠
征
を
企
て
、
遠
く
ユ
配
フ
ラ
チ
ス
河
に
達
し
、
彼
等
を
し
て
毎
歳
朝
貢
を
怠
ら

ぎ
る
を
約
ぜ
し
め
控
。
併
し
十
八
王
朝
の
申
言
竜
有
爲
な
る
君
主
と
し
て
は
何
人
竜
先
づ
指
を

　
　
　
　
古
代
埃
及
の
翻
衛
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霞
九
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哲
學
研
究
　
　
第
箕
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丑
○
．

日
げ
9
彦
O
珍
説
囲
H
ド
に
屈
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
埃
及
は
王
菰
至
っ
て
古
今
未
曾
有
の
盛
況
を
呈
し
禿

の
で
あ
る
。
・
彼
王
は
其
の
灘
南
を
動
か
す
こ
と
十
七
回
、
蕾
に
國
内
の
叛
徒
を
威
霊
し
た
の
み
な

ら
ず
、
フ
ェ
こ
シ
ヤ
の
沼
岸
諸
港
を
以
て
根
擦
地
と
な
し
た
。
　
是
に
於
て
が
パ
レ
ス
チ
ナ
、
シ
リ
ア
、
北

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、
地
中
海
の
諸
島
か
ら
亜
細
亜
の
瞑
凶
葺
8
。
・
乃
至
バ
ピ
ロ
γ
王
國
に
至
る
．
迄
は
、
皆
其

罰
を
仰
落
、
挨
及
を
し
て
宛
竜
當
時
世
界
の
唯
一
主
病
者
で
あ
り
、
ヌ
世
界
唯
一
の
帝
國
π
る
の
観

を
呈
ぜ
し
め
た
。
．

　
衝
く
し
て
埃
及
は
世
界
の
中
心
勢
力
と
な
つ
泥
の
で
、
東
は
亜
細
亜
よ
ウ
、
南
は
ヌ
ビ
ア
よ
り
、
各

種
の
人
種
皆
其
癖
府
日
富
び
Φ
。
。
に
集
ま
ム
來
つ
π
。
申
．
に
は
浮
虜
あ
ム
雇
兵
あ
う
、
使
節
あ
う
商
議

あ
り
、
叉
埃
及
王
の
一
族
と
相
寵
せ
る
外
國
婦
人
竜
あ
っ
だ
。
遠
征
奪
略
に
よ
っ
て
獲
ら
れ
た
る

鉦
萬
の
財
寳
、
王
宮
に
牧
藏
せ
ら
れ
π
の
み
な
ら
ず
、
毎
年
朝
貢
に
よ
っ
て
慰
謝
す
る
貨
物
ヌ
ビ
ア

の
金
、
象
牙
、
獣
皮
、
家
畜
、
地
衣
海
諸
島
シ
リ
ア
、
シ
ナ
イ
よ
ム
の
銀
、
銅
、
鉛
、
蛭
石
、
レ
バ
ノ
ン
の
杉
材
、
ア
ラ

ゼ
ア
の
香
木
、
香
料
ジ
ご
㎞
シ
ア
、
ク
レ
亘
ト
の
金
厩
細
工
．
織
物
は
皆
此
世
界
・
の
申
心
地
に
向
っ
て
流

れ
來
つ
溢
で
の
あ
る
。
埃
及
王
は
今
や
此
豊
富
に
し
て
無
限
に
均
し
き
財
寳
を
傾
け
、
之
を
藝
術

の
上
に
集
注
し
た
。
中
古
帝
國
以
後
、
久
し
く
自
然
の
頽
贋
に
蹄
し
て
、
顧
る
に
蓬
な
か
っ
π
全
土

に
高
じ
て
の
養
多
の
殿
堂
を
悉
く
修
繕
改
築
し
レ
樹
ほ
其
の
故
都
日
ず
①
ぴ
窪
を
襲
心
し
、
世
界
の
中
心
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撫
會
π
る
に
債
せ
し
め
ん
が
忌
め
、
ア
キ
ソ
ル
、
ヵ
ル
ナ
ッ
ク
を
始
め
、
多
く
の
殿
堂
を
薪
た
に
建
築
し

π
。
現
存
す
る
挨
及
殿
堂
の
殆
ん
ど
総
べ
て
が
當
蒔
の
改
築
に
成
ら
ざ
る
な
警
は
全
く
之
が
爲

め
で
あ
る
。
殿
堂
の
改
築
修
繕
は
勿
論
彫
刻
絡
霊
其
他
所
有
藝
術
の
需
要
を
來
し
、
叉
藝
術
家
の

伎
備
を
奨
…
鋤
す
る
こ
と
㌦
も
な
る
の
は
必
然
の
結
果
で
あ
る
か
ら
、
一
切
の
二
二
は
此
王
朝
に
至

ρ
て
殆
ん
ど
粟
隆
盛
の
極
に
達
し
ね
。
建
築
は
・
論
を
雛
遊
ず
、
彼
第
五
王
朝
以
後
久
し
く
・
褻
退
し

來
つ
π
浮
彫
竜
、
此
に
再
び
復
活
し
、
絡
霊
亦
此
時
を
以
て
最
も
盛
．
と
な
参
、
今
に
其
遺
物
の
磯
見
せ

ら
る
、
竜
の
砂
か
ら
綴
。

層
當
時
の
技
術
家
竜
勿
論
大
膣
に
点
て
は
上
代
の
聖
王
を
縫
肥
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
第
十
二

王
，
朝
の
技
術
家
に
於
け
る
が
如
く
一
撃
一
答
竜
唯
薔
法
を
墨
守
す
る
を
以
て
足
れ
づ
と
な
す
竜

の
で
は
な
か
つ
距
。
彼
等
の
隈
界
は
今
や
世
界
的
と
な
・
う
．
薔
來
の
形
式
を
脱
し
て
侮
等
か
新
見

創
意
を
空
母
せ
ん
と
す
る
傾
向
は
確
か
に
存
在
し
●
て
居
π
竜
の
＼
や
5
で
あ
る
。
で
當
蒔
藤
殿

堂
を
改
修
す
る
に
撃
っ
て
も
、
大
燈
の
輪
』
廓
は
勿
論
奮
に
篠
つ
π
の
で
は
あ
る
が
、
必
ら
ず
し
も
一

々
之
に
盲
饗
せ
ず
、
其
規
模
を
櫨
…
張
し
π
る
は
い
ふ
迄
竜
な
く
、
ヌ
其
構
造
を
竜
頗
る
復
…
雑
な
ら
し

め
泥
。
之
が
爲
め
反
っ
て
其
建
築
の
申
心
を
失
は
し
め
、
古
代
簡
素
の
趣
を
損
す
る
が
如
き
結
果

を
招
拝
し
禿
こ
と
竜
な
い
で
は
な
い
が
㍉
其
必
ら
ず
し
竜
奮
を
塁
守
せ
ぎ
る
の
精
沸
は
・
此
に
其
一

　
　
　
　
，
・
古
代
挨
．
及
の
灘
か
粥
に
晶
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
，
一
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哲
墨
研
・
究
　

．
第
丑
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

端
を
窺
ひ
得
る
の
で
あ
る
。
叉
彼
塔
門
（
後
節
之
を
詳
設
す
）
の
如
き
竜
、
中
古
王
朝
に
至
る
迄
は
、
何

等
彫
刻
を
施
さ
な
か
つ
だ
の
に
、
此
時
代
に
は
全
部
浮
彫
を
以
て
襲
算
し
た
る
が
如
き
．
若
く
は
申

古
に
は
原
1
3
り
即
ク
柱
な
る
も
の
＼
盛
に
用
ゐ
ら
れ
た
る
に
、
此
王
朝
の
建
築
に
は
一
切
之
を
用
み

ず
、
瀧
花
弁
ぴ
に
、
パ
ビ
ラ
ス
繧
の
多
く
顯
は
れ
た
る
が
如
き
、
將
π
殿
堂
の
浮
彫
は
從
來
多
く
紳
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ

國
王
と
の
接
見
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
王
者
の
武
功
を
描
き
饗
し
π
に
生
ま
れ
る
に
、
今
や
日
常
生
活
に

於
け
る
種
々
の
光
景
の
描
出
さ
れ
π
る
が
．
如
き
、
何
れ
竜
皆
時
代
精
…
帥
を
顯
は
し
出
し
π
嬉
の
で

あ
ら
う
。
特
に
十
八
王
朝
の
b
8
日
窪
。
曾
於
H
タ
（
岡
Q
Q
刈
歌
一
目
C
O
α
Q
◎
圃
W
・
（
）
。
）
が
古
來
の
埃
及
宗
敏
の
多
紳
的
に

し
て
又
地
方
的
な
る
を
排
し
、
》
8
口
な
る
日
紳
を
聖
心
と
せ
る
唯
一
聯
敏
を
筆
墨
し
泥
る
が
如
き
、

例
令
ひ
其
動
機
は
・
グ
『
ベ
ス
を
中
心
と
す
る
新
宗
敢
を
樹
立
し
、
王
纏
と
紳
椹
と
を
合
同
せ
ん
と

「
す
る
疑
な
き
し
竜
あ
ら
ず
と
し
て
竜
．
叉
假
令
ひ
當
時
僑
徒
の
反
甥
に
遭
ひ
、
能
く
其
の
意
志
を
實

現
ぜ
し
む
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
つ
π
と
し
て
竜
、
免
に
角
斯
か
る
就
會
に
あ
っ
て
斯
か
る
運
動

を
起
さ
ん
と
し
禿
乙
と
は
、
既
に
彼
の
磐
習
に
幣
束
せ
ら
れ
ず
、
形
式
を
打
破
せ
ん
と
す
る
留
筆

の
最
竜
大
胆
に
駿
辛
し
た
竜
の
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
綴
。
而
し
て
吾
人
は
之
に
由
っ
て
第
十

二
王
朝
と
第
十
八
王
朝
と
の
爾
晴
代
の
問
に
は
，
理
想
上
に
聖
な
る
憂
化
の
あ
っ
π
乙
と
を
認
め

ざ
る
を
得
孜
い
。
但
此
に
吾
人
の
最
竜
遽
械
と
す
る
合
は
、
彼
所
謂
ミ
ノ
ス
の
藝
術
な
る
竜
の
も
、



　
當
時
は
爾
ぼ
頗
る
隠
事
で
あ
っ
て
、
寧
ろ
埃
及
よ
蚕
糖
化
ぜ
ら
る
、
こ
と
が
み
っ
て
庵
壌
及
に
刺

　
戟
を
輿
ふ
る
に
は
不
十
分
で
あ
っ
π
こ
と
で
あ
る
。
若
し
埃
及
以
外
の
地
に
於
て
少
く
と
竜
之

　
と
雁
行
す
べ
き
藝
術
を
有
す
る
國
土
が
あ
壷
、
之
に
よ
っ
て
挨
及
の
藝
術
家
が
多
少
の
款
た
な
る

　
材
料
や
手
法
を
學
び
得
π
と
す
れ
ば
、
埃
及
の
藝
術
竜
更
ら
に
一
事
の
進
歩
登
展
を
な
し
、
新
面
目

　
を
嫁
い
だ
こ
と
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
然
る
に
國
家
新
興
の
杢
運
に
際
し
、
敷
百
年
來
錬
磨
せ
ら
れ

　
だ
る
伎
偲
を
有
し
、
勃
々
た
る
勇
氣
を
以
て
何
等
か
一
生
面
を
開
拓
せ
ん
と
欲
し
た
る
に
、
彼
等
は

　
．
不
幸
に
し
て
之
を
刺
戟
す
る
何
物
を
竜
有
し
な
か
つ
π
が
細
め
、
未
だ
甚
π
し
く
奮
斜
面
を
超
脆

　
す
る
に
騒
ら
な
か
っ
た
の
は
、
埃
及
の
み
な
ら
ず
、
世
界
藝
術
の
爲
め
賓
に
千
歳
の
恨
事
と
い
は
な

　
け
れ
ば
な
ら
澱
。

　
　
斯
く
第
十
八
王
朝
の
藝
術
家
は
其
眼
界
の
局
限
せ
ら
れ
π
爲
あ
、
革
薪
的
の
大
工
展
を
成
す
を

　
得
な
か
つ
尤
が
、
併
し
上
古
帝
國
時
代
の
製
作
に
比
し
．
自
か
ら
其
趣
を
異
に
す
る
も
の
、
あ
っ
た
．

　
の
は
亦
當
然
の
顯
象
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
訟
。
、
上
古
の
彫
像
は
総
じ
て
沈
欝
的
に
し
て
、
其
容
・

　
「
顔
態
度
何
れ
竜
高
庇
の
風
を
有
し
て
．
居
差
に
反
し
、
今
や
其
製
作
す
る
所
は
一
般
に
楡
快
に
快
活

　
の
氣
分
を
顯
は
す
に
至
つ
π
。
前
者
は
顔
面
に
の
み
登
精
力
を
誘
く
し
、
其
他
の
鋤
に
於
て
は
一

鵬
定
の
約
束
に
随
っ
て
殆
ん
ど
傭
等
の
勢
力
を
費
さ
ぜ
る
に
反
し
、
今
や
顔
面
よ
ウ
手
足
の
未
に
至

　
　
　
　
　
古
代
挨
及
の
灘
…
徳
に
親
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
碗
三



　
　
　
　
　
哲
學
研
究
　
　
蟻
孟
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
颪
四

窺
．
る
迄
、
殊
に
其
衣
服
装
飾
の
如
き
に
は
、
翼
竜
細
心
の
注
意
を
梯
ひ
、
其
勢
力
を
惜
ま
な
か
つ
控
。
斯

　
の
如
く
全
身
に
渉
ム
、
微
細
な
る
注
意
を
携
つ
π
に
よ
ウ
、
自
然
に
寓
實
的
の
傾
向
を
生
じ
、
古
代
藝

　
術
家
の
軍
に
約
束
ど
し
て
顧
み
な
か
つ
π
鞍
壷
、
悉
く
之
を
改
善
し
、
興
を
爲
す
に
努
力
し
た
。
其

　
結
果
當
時
の
彫
像
に
は
生
命
充
満
し
、
宛
竜
活
躍
せ
ん
と
す
る
竜
の
曳
如
く
、
で
あ
る
、
が
若
し
其
弊

　
を
い
は
覧
吾
人
が
一
度
び
古
代
彫
橡
に
勤
す
れ
ば
何
と
な
く
深
淵
に
望
む
が
如
く
、
奥
底
知
れ
ざ

　
る
遠
．
大
の
七
分
に
撃
π
る
、
の
で
あ
る
が
、
當
時
の
製
作
に
は
此
才
分
な
く
、
技
工
に
於
て
も
「
繊
細

　
に
流
れ
、
大
膿
に
し
て
カ
あ
る
印
象
を
與
免
得
な
．
い
こ
と
で
あ
る
。
，
是
れ
は
宛
竜
希
臓
に
於
け
る

　
紀
元
前
五
世
紀
以
前
の
≧
島
凱
。
時
代
の
彫
像
と
五
澄
以
後
其
最
盛
期
に
於
け
る
そ
れ
と
の
如
く
、

　
争
鳴
支
那
六
朝
時
代
の
彫
像
と
唐
代
の
そ
れ
と
に
於
け
る
が
知
く
で
あ
っ
て
、
侮
れ
の
國
土
に
あ
っ

　
て
竜
勢
の
免
る
べ
か
ら
ぎ
る
所
で
あ
る
。

三

　
等
十
七
王
朝
よ
ム
ニ
十
王
朝
に
至
る
（
西
暦
紀
元
前
嚇
五
八
O
i
一
〇
九
〇
年
）
問
を
新
帝
國
時

代
と
面
す
る
。
此
時
代
の
初
に
は
國
王
の
権
力
強
大
に
し
て
能
く
土
豪
割
櫨
の
勢
を
制
し
π
が
、

第
十
八
王
朝
以
後
に
は
僧
侶
の
財
産
騨
び
に
特
椹
次
第
に
瑠
長
し
、
遽
に
之
が
爲
め
王
位
を
必
罰



　
せ
ら
る
、
に
至
つ
π
。
第
二
＋
一
主
朝
な
る
も
の
は
即
ち
是
れ
で
あ
る
。
が
二
＋
一
王
朝
も
忽

ち
に
し
て
分
裂
レ
尊
家
の
圭
梅
は
細
入
の
手
に
婦
レ
紀
元
前
九
四
五
年
よ
5
里
ハ
六
三
年
に
至

　
る
約
三
百
年
間
の
埃
及
は
」
或
は
ヅ
ピ
ア
入
、
或
は
出
シ
オ
ビ
や
人
、
或
は
ア
ッ
シ
リ
ア
入
の
爲
め
に

　
侵
略
せ
ら
れ
控
。
．
彼
等
が
埃
及
藝
術
に
註
し
何
等
貢
献
す
る
所
あ
ら
ぎ
る
は
言
ふ
迄
竜
な
い
。

　
埃
及
土
王
の
一
な
る
所
謂
敬
駐
め
団
撃
皆
影
舞
畠
＄
な
る
も
の
起
ウ
、
ア
ッ
シ
リ
ア
の
バ
ビ
ロ
ン
等
と
．

　
兵
を
交
ゆ
る
の
機
に
乗
じ
、
山
畑
粋
を
脱
し
、
再
び
全
埃
及
を
統
鳳
し
、
此
に
第
二
十
六
王
朝
（
紀
元
．
前

　
山
ハ
六
三
－
五
二
五
年
）
を
立
つ
る
や
、
埃
及
の
交
霊
幽
霊
亦
一
時
の
盛
を
稻
せ
ら
る
、
埃
及
に
於
け
る

　
丈
藝
復
古
期
と
適
す
る
は
レ
邸
ち
此
時
で
あ
る
。
併
・
し
な
が
ら
當
時
の
埃
及
人
は
依
然
と
し
て
荷

　
古
の
患
想
に
囚
は
れ
、
假
令
ひ
希
臓
卜
の
或
は
雇
兵
と
し
て
、
或
は
商
人
と
し
て
、
多
べ
埃
及
内
地
に

　
入
室
れ
δ
が
爲
あ
、
多
少
其
建
築
等
に
於
て
新
形
式
を
探
る
に
至
つ
π
と
は
い
ふ
も
の
、
、
壷
鐙
に

　
於
て
は
睡
上
古
帝
國
時
代
の
藝
術
を
復
興
せ
し
め
ん
と
す
る
に
止
寮
つ
た
。
で
或
は
金
壷
塔
を
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ
や
を
ツ
ク

　
修
繕
し
．
其
殿
堂
を
改
築
し
」
或
は
画
面
四
に
は
激
論
に
癒
俗
的
文
字
（
U
ゆ
彗
。
ψ
人
民
）
の
使
用
ぜ
ら
れ
π

　
る
に
開
は
ち
ず
、
古
代
の
象
形
丈
門
馬
を
學
習
せ
し
あ
㍉
甚
し
き
は
古
代
貴
族
の
奪
毒
す
ち
竜
之
を
復

　
活
し
、
其
功
臣
に
如
く
る
に
釜
つ
た
。
．
藝
術
の
上
に
あ
っ
て
も
．
今
日
其
遺
晶
に
よ
っ
て
之
を
見
れ

囑
ぱ
、
可
な
う
精
巧
な
る
作
品
を
出
す
に
至
つ
π
が
、
勿
論
上
古
雄
大
の
差
分
は
な
く
、
十
八
王
朝
に
於

　
　
　
　
　
古
代
埃
．
及
の
灘
賦
徳
…
に
瀞
姻
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
蹴
溢



V2P，

　
　
　
　
哲
　
　
學
　
　
酬
鮒
　
　
究
　
　
　
麟
〃
五
　
・
†
　
二
　
癬
叩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
侃
六

け
る
製
作
よ
蚕
竜
更
ら
に
一
電
磁
實
的
に
し
て
繊
巧
龍
流
れ
だ
る
は
蔽
ふ
べ
か
ら
ぎ
る
の
で
あ

る
。
而
し
て
荷
ほ
著
し
く
希
朧
作
風
の
痕
述
を
認
む
る
に
は
至
ら
諏
が
、
特
に
建
築
の
柱
頭
の
如

き
は
後
世
希
臓
時
代
の
そ
れ
の
先
鵬
を
な
す
竜
の
も
あ
っ
だ
と
傳
ふ
る
を
以
て
見
れ
ば
、
彫
刻
の

範
團
に
於
て
竜
多
少
其
臓
化
を
受
け
な
か
つ
π
と
は
い
へ
諏
。

　
二
十
六
王
朝
時
代
は
、
一
方
に
は
バ
ビ
7
ン
の
器
ぴ
器
ξ
琴
絃
爵
鎚
王
の
融
融
威
赫
振
す
る
あ
ウ
、

他
方
に
は
希
望
殖
民
地
の
勢
力
登
遍
し
つ
＼
あ
る
時
で
あ
っ
泥
か
ち
、
埃
及
王
も
屡
，
シ
リ
ア
、
パ
ン

ス
チ
ナ
の
慎
復
を
企
て
π
・
が
成
功
せ
ず
、
遽
に
之
を
放
棄
す
る
の
止
む
を
得
な
き
に
至
ウ
下
埃
及

の
ナ
ウ
ク
ラ
チ
ス
を
竜
玉
食
殖
民
地
と
な
し
．
更
ら
に
他
方
に
は
リ
ゼ
ア
叛
徒
の
騒
飢
あ
ウ
、
内
外

頗
る
多
事
、
紀
元
前
五
百
年
代
の
申
葉
よ
ウ
し
て
は
國
蓮
次
第
に
傾
き
、
五
二
五
年
に
は
彼
蜥
の

O
瀞
房
び
嶺
霧
の
爲
あ
に
土
野
を
奪
は
れ
三
三
二
年
に
は
亜
歴
山
大
王
の
侵
す
所
と
な
ウ
、
其
領
土
に
脇

し
、
全
三
〇
年
に
は
羅
馬
の
叛
圖
に
加
へ
ら
れ
、
更
ら
に
降
っ
て
は
ビ
ザ
ン
ツ
王
、
波
石
入
の
領
す
る

所
と
な
ウ
、
最
後
紀
元
後
六
四
〇
年
よ
う
は
亜
羅
比
亜
に
併
呑
せ
ら
れ
、
埃
及
本
來
の
文
明
は
此
に

其
絡
を
告
げ
π
と
い
っ
て
差
支
な
い
。

　
爾
ほ
終
ゑ
に
一
言
注
意
し
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
諏
こ
と
が
あ
る
。
埃
及
人
は
本
家
同
化
力

に
富
ん
で
居
π
広
め
か
（
動
物
の
如
き
は
一
度
び
埃
及
に
移
殖
せ
ら
る
㌧
や
、
何
れ
竜
埃
、
及
の
特
色
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を
有
す
る
と
い
ふ
）
將
だ
外
入
の
埃
及
統
御
上
の
制
策
の
蝕
め
か
、
或
拡
此
等
二
者
の
合
同
し
て
旭

つ
陀
顯
象
か
と
知
れ
顧
が
、
何
れ
に
し
て
も
外
人
の
埃
及
に
入
來
つ
π
竜
の
は
、
多
く
は
夙
に
其
國

風
に
化
し
、
殆
ん
ど
其
薗
國
の
丈
化
を
輸
入
し
來
ら
ぎ
る
こ
と
で
あ
る
。
リ
ビ
ア
入
や
エ
ジ
オ
ピ

や
人
の
如
き
が
早
く
埃
及
に
同
化
し
、
埃
及
式
の
藝
術
を
模
彷
製
作
し
π
こ
と
は
論
ず
る
を
干
た

ぬ
が
、
波
二
物
の
如
き
比
較
的
早
く
一
定
の
交
化
の
域
に
達
し
た
竜
の
に
あ
っ
て
竜
、
カ
ム
ビ
セ
ス

以
來
一
百
絵
年
の
問
埃
及
を
頒
し
π
に
關
は
ら
ず
、
叉
ダ
リ
ユ
ス
以
外
の
諸
王
は
必
ら
ず
し
も
埃

及
宗
敏
に
費
し
同
情
を
有
し
π
竜
の
で
な
か
っ
た
に
竜
拘
は
ら
ず
、
波
衝
交
化
の
影
響
は
埃
及
藝

術
の
上
何
等
二
二
遽
を
止
め
ぬ
、
而
し
て
ダ
リ
ユ
ス
王
は
其
波
二
軍
戊
衛
地
π
る
漆
醇
茜
Φ
げ
に
日
憩

ア
モ
ン
の
殿
堂
を
作
っ
た
が
、
其
多
欲
七
二
埃
及
式
で
あ
る
、
の
み
な
ら
ず
、
其
壁
面
に
は
波
新
府
が
、

埃
及
國
敏
の
長
老
と
し
て
淋
前
に
蹄
敬
す
る
圖
を
描
出
し
で
あ
る
。
七
五
画
大
王
が
埃
及
を
征

服
し
た
時
津
（
其
れ
は
勿
論
政
策
上
か
ら
で
あ
ら
う
が
）
ア
ム
モ
ン
淋
託
の
地
π
る
φ
白
言
。
賢
貯
五
部
ち

oQ

睡
F
げ
　
に
巡
警
し
、
叉
テ
～
ベ
メ
の
紳
ア
モ
ン
の
殿
堂
の
一
部
と
し
て
三
殿
を
再
建
し
、
其
内
外
壁

面
に
王
の
ア
モ
ン
井
び
に
其
他
の
淋
前
に
供
養
す
る
圖
を
顯
出
し
て
あ
る
が
、
其
手
法
は
い
ふ
を

侯
π
ず
、
王
の
服
装
に
至
る
迄
全
く
埃
及
人
と
異
な
ら
滋
。
其
他
羅
馬
時
代
の
諸
王
の
彫
像
竜
今

旦
ほ
埃
及
に
存
す
る
も
の
少
か
ら
澱
が
、
是
れ
亦
前
と
同
様
で
あ
る
。
勿
論
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア

　
古
代
埃
及
の
塾
衛
…
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
七



　
　
　
　
　
哲
墨
醗
究
　
笛
五
十
二
魏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
ん

禰
を
始
め
其
他
の
地
方
に
着
て
は
、
ブ
ひ
レ
「
マ
イ
オ
ス
王
の
時
代
よ
ク
し
て
多
少
希
臓
の
威
伍
を
蒙

　
む
つ
π
竜
の
も
あ
る
、
例
へ
ば
彫
刻
の
顔
面
は
憂
く
希
富
強
で
あ
っ
て
、
衣
服
は
埃
及
人
な
る
、
も
あ

　
ウ
、
叉
之
に
反
し
顔
面
は
埃
及
人
で
あ
っ
て
衣
服
の
希
臓
風
な
る
竜
あ
．
る
如
き
で
あ
る
、
此
等
は
或

　
は
當
時
實
際
行
は
れ
た
こ
と
で
あ
る
か
竜
知
れ
澱
。
叉
矯
常
の
家
具
の
如
き
は
純
粋
希
合
式
の

　
も
の
も
多
く
存
す
る
が
、
裏
腹
入
署
し
て
全
く
埃
及
式
に
莫
屍
禮
を
木
乃
犠
と
し
、
埃
及
風
の
棺
に

　
・
面
し
あ
π
竜
の
、
少
か
ら
ず
婁
見
せ
ら
る
、
竜
の
あ
る
を
見
て
竜
．
當
時
一
般
麿
會
の
傾
向
は
推

　
て
知
る
べ
き
で
あ
る
。
，
で
希
臓
羅
馬
丈
藝
の
最
盛
期
に
あ
っ
て
竜
、
其
埃
及
藍
玉
の
上
に
及
ぼ
し

　
π
影
響
の
極
め
て
徴
弱
に
し
て
、
叉
其
影
響
の
存
す
る
所
演
甚
だ
・
小
部
分
に
止
ま
δ
乙
と
を
認
あ

　
な
け
れ
ば
次
ら
澱
。
而
し
て
埃
及
藝
術
の
革
新
は
覧
に
此
に
顯
は
れ
．
な
か
つ
π
の
．
で
あ
る
。

　
之
・
を
要
す
る
に
古
代
埃
及
の
藝
術
は
上
古
皇
女
疇
代
に
於
て
既
に
最
高
潮
に
達
し
、
爾
來
次
第

に
嚢
退
し
π
る
竜
の
、
申
古
第
十
二
王
朝
に
至
り
．
稽
之
を
復
活
し
π
が
、
到
底
上
・
古
に
及
ば
ず
し
て
、

國
内
の
騒
観
と
共
に
忽
，
ち
萎
靡
し
、
薪
帝
國
時
代
、
特
に
第
十
八
王
朝
に
至
ウ
、
埃
友
細
心
は
其
所
有

方
面
に
於
．
て
號
展
の
極
に
達
し
、
形
式
手
法
共
に
遺
憾
獅
き
を
得
π
。
十
八
王
朝
以
後
ご
千
年
の

闘
は
．
面
様
に
依
っ
て
出
藍
を
描
く
の
み
、
紀
元
前
六
・
毒
心
代
二
十
六
王
朝
の
起
る
に
及
ん
で
、
丈
藝



復
古
期
を
顯
じ
，
学
時
の
盛
を
稔
」
し
π
が
、
是
れ
亦
久
し
か
ら
ず
し
て
亡
ひ
、
希
臓
羅
馬
疇
代
に
ば
此

爾
者
の
混
合
藝
循
を
製
作
し
控
が
、
未
だ
多
く
見
る
に
足
ら
ず
、
又
後
置
一
新
局
面
を
闘
く
に
至
ら

ず
、
埃
及
弓
術
は
新
く
し
て
此
に
共
絡
を
告
げ
π
の
で
あ
る
。
（
未
完
）

729

，
霊
代
柚
帆
及
の
職
脚
繕
…
に
晶
就
い
て

霊
先


